
令和5年1月19日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：

６
０％
未満

Ｄ

3

（概要）
◇Ａ評価が３２．９％（昨年比+１０．１ポ
イント）と大きく改善した。Ａ・Ｂ評価は８
８.６％と、保護者から評価をいただい
ている。外国語専科が中心となり、ゲ
ストティーチャーを招いた国際交流学
習を実施したり、外国語学習の教員向
け校内研修を定期的に行ったりしたこ
とが成果となって表れたと考える。

（その他に実施した主な取組）
○ICT朝会や教員向けのICT研修を実
施し、教員のICTスキルを向上させるこ
とで、全教員がタブレットを毎日活用す
ることができた。また、授業内でタブ
レットを活用した協働的な学びを実施
する教員が増えている。
〇児童は、タブレットを活用して調べ学
習に取り組んだり、タブレットに配信さ
れたワークシートに記入したりして授
業を受けている。また、児童は毎日タ
ブレットを持ち帰り、家庭ではタブレット
ドリルなどの宿題に取り組んでいる。
〇人権週間と関連して、標語やポス
ター作成に取り組むとともに、全児童
が一人一鉢の植物栽培に取り組んで
いる。

（今後）
▲「おおたの未来づくり」に関連する体
験的な活動を計画し、実施していく。

Ａ 5

・タブレットを使用した授業は、低学年から高学年まで適切な方
法で行われていると感じます。そのため、ICTを活用した情報収
集能力の強化や、それをもとにした意見発表と全体共有、評価
などができており、多様な考え方やとらえ方があることを感覚的
に感じ取れるようになってきていると感じます。今後は、この反
復により正しい判断、思考ができるように判断のためのスキーマ
の蓄積を継続してもらえたらと思いました。

・一人一鉢運動は子どもたちに、植物栽培の楽しさや自然への
理解を促進する素晴らしい活動である。水やりや日光の確保な
ど、植物がすくすく成長するために必要な世話をすることで責任
感ややさしさが育まれる。

・校内での掲示物を見るに環境が作られているように感じまし
た。

・学校公開の際に、外国語（英語）の授業や、外国人の人を招い
ての講座を拝見した。いずれも児童が楽しく学んでいる様子が
見られた。

・ICTに関して、タブレットの活用は、児童にも浸透していると感じ
ている。

・人権教育は大切にしてほしい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
３：

８
０％
以上

Ｂ 2

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3

プ
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１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

保護者向け「学校教育
アンケート」の「学校は、
ＩＣＴを活用した授業や
外国語活動などを通し
て、社会変化に対応で
きる子供の育成に努め
ている。」に対する回答
でＡ・Ｂ評価（よく当ては
まる、やや当てはまる）
の割合

４：

９
０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

4

（概要）
◇Ａ評価が７９．９％（昨年比+３．２ポ
イント）Ａ・Ｂ評価が９７．２％であった。
児童に寄り添い、問題行動やいじめ等
について早期発見と、組織的な解決を
図ることで、児童にとって学校が安心
して過ごせるようになっていると考え
る。

（その他に実施した主な取組）
○メンタルヘルスチェック後に必要な
児童に面談を実施。さらに対応が必要
な場合はいじめ・不登校委員会を開催
し、組織的な対応を行った。
○毎月１回以上、特別支援委員会と不
登校・いじめ防止対策委員会を開催
し、個に応じた指導の在り方や不登
校・いじめ防止の対策について協議し
た。
○怪我や病気、問題行動、いじめ等の
事案について、週１回の生活指導夕会
で情報を共有している。
○スクールカウンセラーと連携して、児
童一人一人にきめ細かい対応を図っ
ている。

（今後）
▲組織的な指導をさらに推進する。調
査や聞き取った結果の情報を記録し、
年度を越えても教員が確認できるよう
にする。

3

3

4

4

（概要）
◇Ａ評価が５０．０％（昨年比＋０．８ポ
イント）Ａ・Ｂ評価が９２．２％であった。
授業改善の取り組みに評価をいただ
いたと考える。

（その他に実施した主な取組）
○自己申告に基づく授業観察、理科
指導専門員による指導、校内ＯＪＴ等
を活用し、授業改善を図っている。
〇教科担任制のメリットを生かした学
校運営を行っている。
○特別支援教育委員会、いじめ・不登
校対策委員会を毎月実施している。ま
た、巡回指導教員やスクールカウンセ
ラーと連携し、生活指導夕会等で指導
方法や工夫について情報共有してい
る。
〇学期１回以上のICT研修を行い、教
員のICTスキルを向上させている。

（今後）
▲教員の授業改善をさらに進めてい
く。

３：
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０％
以上

２：

８
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以上

１：

８
０％
未満
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１：

８
０％
未満

・ここのところ、子供の心に向き合う施策を続けていることが成
果となって出てきたと感じます。今後も情報の伝達を続け、良い
環境作りを続けてもらえばと思います。今年はストレスをもって
いる６年生がいなかったのか、いたがケアができていたのか分
かりませんが、良い年であったと思います。

・学校が真剣にいじめや不登校の問題に向き合っていて、それ
に対処する手段をもっていて安心感を得ることができた。いじめ
不登校対策を積極的に取り組んでいる。

・児童向けアンケートの結果が高いと確認ができ安心した。（今
後）の記載にある通り、年度や教員が変わっても、組織で対応で
きるよう取り組んでもらいたい。

・外で遊んでいる子供をよく見かけることができました。取組の
成果なのか分かりませんが、今年はもっと声掛けして外に出る
習慣をつけると良いと思いました。

・運動は楽しい活動であるという視点に立って、運動が日常生活
に自然な形で組み込まれ、子どもたちにとって習慣となってい
る。

・校庭で活動する子どもの姿（２０分休み含む）をよく見ます。

・左記の通り、子どもからもパワーアップタイムの話が、家の中
でよく聞かれたので、楽しみながら取り組めていたと感じる。

・先生方の指導力向上について家庭が感じ取ることは難しいと
思いますが、結果としてICTを活用できる子供が育っているの
で、努力されているのだと認識しています。

・教科担任制を積極的に推進し、共通の目標や課題に対して協
力して取り組み、より効果的な学習環境を構築していることに敬
服する。

・高学年の教科担任制や、低学年からも算数はコース分けをし
て進めている点は、児童の理解スピードに合わせた授業ができ
るので良いと思う。引き続き取り組んでほしい。

・学年や教科にもよるとは思うが、クラスの落ち着きのないところ
へは、２人体制ができると良い。教員でなくともフォローアップス
タッフのような方でもよい。

4

4

・計算検定や漢字検定等により、家庭でのフォローが増えた一
方で、成果を実感した家庭が多かったため、成果評価が高かっ
たと思う。一方、取組評価は低く、双方の乖離が大きいため、先
生方は十分にやりきれなかった＝まだできる、もっとできるという
ことだと思うので次年度に生かしてほしい。気になったのは、漢
字テストに合格しなくてもどんどん先へ進んでしまうケースがあ
る点でした。

・校内研究で、先生方への継続的な研修や専門性の向上が図
られ、質の高い授業が展開され、学力向上が実現したことに感
謝。

・取組内容の３つに関しては自己評価通りだと思う。

・授業改善推進プランに関しては、保護者側には見えづらかっ
た。ただ、学校公開の中で、話し合う場面を取り入れた授業はよ
く見られた。

・学習カルテ、ステップ学習チェックシートのさらなる活用を期待
します。

（概要）
◇Ａ評価が７６．９％（昨年比－１．８ポ
イント）Ａ・Ｂ評価が９５．９％となった。
昨年度のA評価より下回ったが、目標
値より上回った。これは、「思いや考え
を伝え合い、協働して学習する児童の
育成」をテーマに、令和３年度から話し
合い活動を積極的に取り入れた授業
づくりの校内研究をすすめたことが、
成果として表れたと考える。

（その他に実施した主な取組）
○話し合う場面を取り入れた授業を全
教員が行っている。
○授業改善推進プランを作成し、教科
ごとに説明会を開くことで教員の共通
理解を深めている。
○算数の土曜補習を実施している。
○本校独自の計算検定と、区の漢字
検定を実施し、児童にめあてをもたせ
て取り組ませている。

（今後）
▲OJT研修を活用して教員の指導力
向上を行っていく。

6

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

教科担任制を多面的な児童理解や授業の
質の向上等、教育環境の改善に生かす。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

2

2

2

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：

８
０％
未満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

4

２：

８
０％
以上

１：

８
０％
未満

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：

８
５％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

（概要）
◇Ａ評価が３５．３％（昨年比+１．８ポ
イント）Ａ・Ｂ評価が８９．８％であった。
ホームページに、学校生活の様子を
毎日更新し情報公開したことが成果に
表れたと考えている。

（その他に実施した主な取組）
〇ホームページを毎日更新、学年ブロ
グを月２回以上更新し、学習の様子を
発信している。
○地域教育連絡協議会を学期毎に開
催し、児童の様子について情報交換を
行っている。
〇学校支援地域本部と連携し「わくわ
くサマースクール」の講座を昨年度より
拡充している。

（今後）
▲授業公開のあり方を工夫していく。
▲来賓の参加ができる学校行事を増
やし、児童や学校の様子を見ていただ
く。

・ホームページによる日常の公開で透明性が保たれ、家庭や地
域の方々の学校教育の認知が高まってきていると強く感じま
す。今後CS活動でより改善されることを期待しています。

・ホームページで行事予定、学習計画など子どもがどのような活
動に参加し、学びを深め進めているかなど情報を的確かつ迅速
に伝えている。ありがたい。

・毎日の学校生活を写真や文章で発信していて素晴らしい。
ホームページが充実している。

・地域に開かれた学校にするため、防犯との兼ね合いがあると
思うが、これまで以上にオープンな機会を創出できると良いと思
う。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

5

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

5
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令和５年度　大田区立池上小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

【教育目標】
　人間尊重の精神に基づき、よりよい地域社会の担い手として、主体的、創造的、協働的に生きることのできる、心身ともに健康で人間性豊かな児童の育成を目指し、生涯にわたる学習の基礎を培う教育を推進する。
　　○健康でねばり強い子　　　○よく考え工夫する子　　　　○みんなのために働く子
・児童数　６４０名（通常級　１９学級　特別支援学級　４学級）
・研究主題　「思いや考えを伝え合い、協働して学習する児童の育成～読むことの学習における発問の工夫」　　　　東京都「小学校教科担任制等推進校」（令和３年度～令和５年度）
・特色ある教育活動・・・詩集「いけがみ」の発行、一人一鉢栽培、異学年交流活動、地域の人材、自然、歴史的、社会的環境を生かした体験的な教育活動の充実　等

児童向け「学校生活ア
ンケート」の「自分も友
達も大切にしている。」
に対する回答でＡ・Ｂ評
価（よく当てはまる、や
や当てはまる）の割合

保護者向け「学校教育
アンケート」の「学校は、
教育方針や日常の教育
活動などについて、分
かりやすく伝えている。」
に対する回答でＡ・Ｂ評
価（よく当てはまる、や
や当てはまる）の割合

目標に対する成果指標

２：

７
０％
以上

４：

９
０％
以上

4

5

2

3

Ｂ

３：

８
５％
以上

２：

８
０％
以上

４：

９
５％
以上

４：

９
５％
以上

３：

９
０％
以上

２：

８
５％
以上

２：

８
０％
以上

１：

８
０％
未満

B

（概要）
◇Ａ評価が７１．２％（昨年比+５．６ポ
イント）Ａ・Ｂ評価が９２．６％であった。
コロナ禍による感染症対策が緩和され
てから、初めて全校で取り組む１校１
取組の運動（パワーアップタイム）を計
画に実施することができたことが、結
果に表れたと考える。

（その他に実施した主な取組）
○食育朝会を設定し、食品ロスを削減
する必要性について、児童に考えさせ
ることができた。

（今後）
▲１校１取組の運動（パワーアップタイ
ム）の内容を改善し、さらに工夫してい
く。

保護者向け「学校教育
アンケート」の「学校は、
教科担任制や習熟度別
少人数指導等、指導体
制を工夫し、授業の改
善に努めている。」に対
する回答でＡ・Ｂ評価（よ
く当てはまる、やや当て

はまる）の割合

児童向け「学校生活ア
ンケート」の「体育や運
動にすすんで取り組ん
でいる。」に対する回答
でＡ・Ｂ評価（よく当ては
まる、やや当てはまる）
の割合

Ａ

児童向け「学校生活ア
ンケート」の「先生はグ
ループで話し合ったり、
タブレットや電子黒板を
使ったり、いろいろな方
法で教えてくれる。」に
対する回答でＡ・Ｂ評価
（よく当てはまる、やや
当てはまる）の割合

4

Ｃ

Ｄ

４：

９
０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

９
０％
以上

Ｄ

３：

８
５％
以上


